
学
力
優
秀
、
品
行
方
正
で
あ
っ
て

健
康
で
あ
る
こ
と
▽
経
済
的
な
理

由
に
よ
り
、
学
資
支
出
困
難
な
世

帯（
保
護
者
の
前
年
中
の
年
間
所

得
が
７
０
０
万
円
以
下
）で
あ
る

こ
と

　
※
所
得
額
に
か
か
わ
ら
ず
、
特

別
な
事
情
に
よ
り
収
入
が
著
し
く

減
少
し
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は

申
請
で
き
ま
す

貸
与
額　
▽
高
等
学
校
・
高
等
専

門
学
校
・
専
修
学
校
高
等
課
程
＝

月
額
２
万
円
以
内
▽
短
大
・
大
学
・

専
修
学
校
専
門
課
程
＝
月
額
４
万

円
以
内

返
済
方
法　
卒
業
後
１
年
据
え
置

き
、
貸
与
年
数
の
２
倍
に
相
当
す

る
期
間
内
に
月
賦
ま
た
は
年
賦
に

奨
学
基
金
を
活
用
し
た
奨
学
金
給

付
制
度
で
す
。

　
※
市
奨
学
資
金
貸
与
制
度
と
の

併
用
は
で
き
ま
せ
ん

資
格　
次
の
３
つ
に
該
当
す
る
、

市
内
の
大
学
に
新
規
で
入
学
し
、

学
長
が
推
薦
し
た
人
▽
保
護
者
と

共
に
市
内
に
３
年
以
上
居
住
し
て

い
る
こ
と
▽
学
業
成
績
が
優
秀
で

品
行
方
正
、
健
康
で
あ
る
こ
と
▽

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
学
資
支
出

困
難
な
世
帯（
保
護
者
の
前
年
中

の
年
間
所
得
が
７
０
０
万
円
以
下
）

で
あ
る
こ
と

よ
り
返
済（
無
利
子
）

提
出
書
類　
学
校
長
に
よ
る
推
薦

調
書
・
貸
与
願
・
同
意
書（
指
定

用
紙
）・
住
民
票
の
写
し（
世
帯

全
員
の
本
籍
・
続
柄
が
記
載
さ
れ

て
い
る
も
の
）・
保
護
者
の
前
年

中
の
所
得
が
分
か
る
も
の（
源
泉

徴
収
票
、
確
定
申
告
書
の
控
え
な

ど
）

受
付
期
間　
２
月
１
日
㈫
〜
28
日

㈪（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

  

看
護
師
育
成
奨
学
金

　
看
護
師
人
材
の
育
成
と
確
保
の

た
め
の
、
多
野
し
ん
き
ん
育
英
会

劇団飛行船　マスクプレイミュージカル
くまのがっこう　すてきなすてきなおくりもの
日　時　２月５日㈯午後１時30分開演

　 入場料　全席指定　一般2,800円　ペア4,000円
　　　　   （当日券はプラス200円。３歳以上は有料、２歳
　　　　　以下は大人１人につき１人まで膝上鑑賞無料。た
　　　　　だし、席が必要な場合は有料。市内保育園・幼
　　　　　稚園の年長児は午前の部に招待）

※入場料は前売り券の価格です

PROJECT　Wind　Orchestra　
伊奈学園総合高等学校吹奏楽部　
Winter　Concert　～群馬藤岡公演～
日　時　２月11日㈷午後１時30分開演

　 入場料　全席自由　前売2,000円　当日2,500円　　　
　　　　（未就学児入場不可）
チケット発売　１月６日㈭～

が
で
き
ま
す
。

対
象
事
業
者　
旧
鬼
石
町
区
域
に

所
在
す
る
事
業
者
の
う
ち
、
製
造

業
・
旅
館
業（
下
宿
営
業
を
除
く
）・

農
林
水
産
物
な
ど
の
販
売
業
・
情

報
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど

対
象
資
産　
令
和
３
年
４
月
１
日

㈭
〜
６
年
３
月
31
日
㈰
ま
で
に
取

得
な
ど
を
し
た
土
地
・
家
屋
・
償

却
資
産

取
得
要
件　
家
屋
・
償
却
資
産
に

つ
い
て
は
、
対
象
資
産
の
合
計
取

得
金
額
が
５
０
０
万
円
以
上（
別

途
要
件
あ
り
）

適
用
期
間　
取
得
し
た
対
象
資
産

に
新
た
に
固
定
資
産
税
が
課
さ
れ

た
年
度
か
ら
３
年
度
分

提
出
期
限　
事
業
の
用
に
供
し
た

日
の
翌
年
の
１
月
31
日
ま
で

そ
の
他　
申
し
込
み
方
法
や
各
種

要
件
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
税
務

課（
☎
40
２
８
３
６
）

　
１
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
、

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
の
老

齢
年
金
を
受
け
て
い
る
人
に
日
本

定
員　
若
干
人

給
付
額　
月
額
３
万
円

給
付
期
間　
４
年
間（
大
学
で
の

修
学
期
間
）

提
出
書
類　
申
請
書
・
誓
約
書
・

学
長
に
よ
る
推
薦
書（
指
定
用
紙
）・

住
民
票
の
写
し（
世
帯
全
員
の
本

籍
・
続
柄
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も

の
）・
保
護
者
の
前
年
中
の
所
得

が
分
か
る
も
の（
源
泉
徴
収
票
・

確
定
申
告
書
の
控
え
な
ど
）

受
付
期
間　
２
月
１
日
㈫
〜
３
月

31
日
㈭（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
）

  

共
通
事
項

　
各
奨
学
金
の
申
し
込
み
に
必
要

な
書
類
は
教
育
総
務
課
で
配
布
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ　
教
育
総
務
課（
☎

50
８
２
１
１
）

　
過
疎
地
域
な
ど
の「
持
続
的
発

展
」に
資
す
る
産
業
振
興
を
よ
り

効
果
的
に
促
進
し
、
地
域
企
業
の

持
続
性
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
固
定
資
産
税
の
課
税
の
特

例（
課
税
免
除
）を
受
け
る
こ
と

設
お
よ
び
新
火
葬
場
建
設
に
係
る

事
業
の
追
加
、
財
政
計
画
の
時
点

修
正

問
い
合
わ
せ　
企
画
課（
☎
40
２

４
２
４
）

  

市
奨
学
資
金

　
高
校
・
大
学（
大
学
院
は
除
く
）・

専
修
学
校（
修
業
年
限
２
年
以
上
）

な
ど
へ
進
学
す
る
人
を
支
援
す
る

奨
学
資
金
貸
与
制
度
で
す
。
こ
の

奨
学
金
は「
借
り
る
」も
の
に
な

り
ま
す
の
で
、
卒
業
後
返
済
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

　
※
申
し
込
み
は
高
校
・
大
学
な

ど
に
在
学
、
ま
た
は
こ
れ
か
ら
入

学
予
定
の
人
で
合
格
前
で
も
受
け

付
け
ま
す

対
象　
次
の
３
つ
に
該
当
し
、
出

身
ま
た
は
在
学
の
校
長
な
ど
が
適

当
と
認
め
推
薦
し
た
人
▽
市
内
に

１
年
以
上
居
住
す
る
世
帯
の
人
で

あ
る
こ
と
▽
勉
学
に
意
欲
旺
盛
で
、

　

群
馬
県
の
特
定（
産
業
別
）最

低
賃
金
は
、
令
和
3
年
12
月
29
日

㈬
に
改
正
発
効
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
低
賃
金
は
時
間
額
で
定
め
ら
れ

て
お
り
、
県
内
の
全
て
の
労
働
者

と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

内
容　
▽
製
鋼
・
鉄
素
形
材
製
造

業
＝
９
４
６
円
▽
一
般
機
械
器
具

製
造
業
＝
９
３
５
円
▽
電
気
機
械

器
具
製
造
業
＝
９
３
５
円
▽
輸
送

用
機
械
器
具
製
造
業
＝
９
３
５
円

問
い
合
わ
せ　
藤
岡
労
働
基
準
監

督
署（
☎
㉒
１
４
１
８
）・
群
馬

労
働
局（
☎
０
２
７
・
８
９
６
・

４
７
３
７
）・
商
工
観
光
課（
☎

40
２
３
１
９
）

　
複
合
施
設
建
設
事
業
お
よ
び
新

火
葬
場
建
設
事
業
を
計
画
に
位
置

付
け
る
た
め
、
新
市
建
設
計
画
の

一
部
を
変
更
し
ま
し
た
。
変
更
後

の
計
画
書
は
、
市
役
所
市
民
相
談

室
情
報
コ
ー
ナ
ー
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

変
更
内
容　
国
勢
調
査
結
果
を
踏

ま
え
た
時
点
修
正
、
複
合
施
設
建

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
藤
岡
で
は
、
子

育
て
中
や
、
育
児
が
一
段
落
し
、

働
く
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
人
を

対
象
に
、
就
職
面
接
会
を
開
催
し

ま
す
。
面
接
会
に
は
人
材
を
募
集

中
の
市
内
企
業
が
主
に
参
加
し
、

直
接
担
当
者
か
ら
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

日
時　
２
月
15
日
㈫
午
後
１
時
〜

３
時

会
場　
市
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
市
内
ま
た
は
近
隣
在
住
で
、

就
職
を
希
望
し
て
い
る
子
育
て
中

の
人

定
員
30
人（
先
着
順
）

参
加
料　
無
料　

そ
の
他　
参
加
す
る
場
合
は
託
児

が
で
き
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
人

は
事
前
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
藤
岡
へ

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
２
月

８
日
㈫
ま
で
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
藤

岡（
☎
㉒
８
６
０
９
）へ

年
金
機
構
か
ら「
公
的
年
金
等
の

源
泉
徴
収
票
」が
送
付
さ
れ
ま
す
。

こ
の
源
泉
徴
収
票
に
は
、
昨
年
の

２
月
か
ら
12
月
の
間
に
支
払
わ
れ

た「
年
金
の
総
額
」・「
源
泉
徴

収
さ
れ
た
税
額
」・「
社
会
保
険

料
の
金
額
」な
ど
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
源
泉
徴
収
票
は
確
定
申
告
や
住

民
税
の
申
告
を
す
る
際
に
必
要
に

な
る
の
で
、
手
元
に
届
い
た
ら
失

く
さ
な
い
よ
う
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象　
老
齢
年
金
を
受
給
し
て
い

る
人

そ
の
他　
▽
源
泉
徴
収
票
が
届
か

な
い
場
合
や
紛
失
し
て
し
ま
っ
た

場
合
に
は
、
年
金
証
書
か
基
礎
年

金
番
号
が
分
か
る
も
の
を
用
意
し

て
、
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
か
高
崎

年
金
事
務
所
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
▽
遺
族
年
金
と
障
害
年
金

は
非
課
税
の
た
め
、
こ
れ
ら
を
受

給
し
て
い
る
人
に
源
泉
徴
収
票
は

送
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ

ル（
☎
０
５
７
０
・
０
５
・
１
１

６
５
）・
高
崎
年
金
事
務
所（
０

２
７
・
３
２
２
・
４
２
９
９
）・

保
険
年
金
課（
☎
40
２
２
５
９
）

そ
の
他

県
特
定
最
低
賃
金
改
正

新
市
建
設
計
画
の
変
更

子
育
て
支
援
の
就
職
面
接
会

令
和
４
年
度
藤
岡
市
奨
学
資
金
・

看
護
師
育
成
奨
学
金

過
疎
地
域
産
業
振
興
に
係
る

固
定
資
産
税
免
除

「
公
的
年
金
等
の

源
泉
徴
収
票
」送
付

　110番は事件や事故などが発生した時に皆さんの安全を守る緊急
通報電話です。通報の時は「何があったのか」「いつあったのか」「ど
こであったのか」を正しく伝えることが事件や事故を早く解決する
決め手となりますので、警察官に落ち着いて状況を話してください。

　　    110番アプリシステムを利用してください
　聴覚や言語に障害がある人のための緊急通報として、文字入力に
よる緊急通報ができる110番アプリシステムも運用しています。
スマートフォンで「110番アプリシステム」のアプリをダウンロー
ドし、名前、住所などの必要事項を登録の上、利用してください。
　警察への相談は「#9110」を利
用するか、最寄りの警察署、交番、
駐在所に問い合わせてください。

問い合わせ　藤岡警察署（☎㉒ 0110）

１月10日は「110番の日」

音声による110番ができ
ない人のための110番ア
プリシステム紹介動画

みかぼみらい館
問（☎㉒5511）

そ
の
他

イ
ベ
ン
ト

健
康
福
祉

図
書
館
情
報

講
座
・
教
室

ス
ポ
ー
ツ

募　
集
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